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１  研究内容                                                     

環境に埋め込まれた様々なモノを IT 化・ネットワーク化し、ユーザの状況に応じたサービスを提供する

IoT システム実現に向け、アクセスポイントなどの無線設備なしにモノとモノをネットワーク化する技術で

あるアドホックネットワーク技術を中心に、要素技術からシステム化技術までの幅広い技術課題に取り組ん

でいます。 

 

 

２  連携可能性のある研究分野、又は、これまでの連携実績                                                  

連携可能性のある研究分野 

・現在は既存の自律移動可能なロボットを使用してシステムを構築していますが、ロボット自体の研究を

行っているチームと連携することで、より実用的なシステムが構築できると思います。 

 

これまでの連携実績 

・ネットワークインフラが整備されていない山間部の観光地の遠隔監視システムを自治体と連携して構築 
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